
能登半島地震から10か月、医療的ケアが必要な子どもたち、家族、支援者はどのような
状況で何を思い、どのように過ごしていたのでしょう。この経験から学び、何ができる
のか、一緒に考えてみませんか？

※本研修会は事前申し込みが必要です。石川県電子申請システムからお申し込みください。（裏面参照）

石川県小児等在宅医療連携プロジェクト・いしかわ医療的ケア児支援センター合同研修会

～令和６年能登半島地震の経験から～

開会のあいさつ 石川県小児医療ネットワーク事業協議会会長 和田 泰三

第一部：現状報告
・令和６年能登半島地震の対応について 石川県健康福祉部障害保健福祉課 川崎 紘
・能登半島地震における多職種連携 いしかわ医療的ケア児支援センター “このこの” 木村 佳乃

丸箸 圭子
・被災地の急性期病院としての役割 公立能登総合病院小児科 和田 英男
・当社の災害対応～在宅医療事業者として〜 帝人ヘルスケア株式会社石川南営業所 小森友和

 
第二部：講演（オンライン) 座長：国立病院機構医王病院小児科 丸箸 圭子

「当事者と現場目線で考える医療的ケア児の災害対策」
北良株式会社 代表取締役社長
一般社団法人 日本呼吸療法医学会 小児在宅人工呼吸検討委員会 委員
一般社団法人 日本産業・医療ガス協会 医療ガス協会 理事

笠井 健
閉会のあいさつ いしかわ医療的ケア児支援センター“このこの”センター長 中本 富美

【プログラム】

【共催】 石川県小児医療ネットワーク事業協議会
いしかわ医療的ケア児支援センター “このこの”

ハイブリッド開催 会場およびオンライン（Zoom）

日時：令和6年11月10日（日）9：30～12：00
場所：金沢大学附属病院 外来診療棟４F 宝ホール

対象：小児等在宅医療に興味のある教育・医療・福祉・行政従事者

9：30～10：35

10：45～12：00

たいせつな命を守る



たいせつな命を守る

お申込み・参加方法のご案内

参加申込締切
令和6年10月31日（木）

右のQRコードまたは下記URLからアクセスし、
石川県電子申請システムにてお申込みください。

申込方法

石川県小児等在宅医療連携プロジェクト・いしかわ医療的ケア児支援センター合同研修会

お問合せ

https://apply.e-tumo.jp/pref-ishikawa-u/offer/offerList_detail?tempSeq=3476

金沢大学附属病院 外来診療棟４F 宝ホール（定員100名先着順）
〒920-8641 石川県金沢市宝町13-1 TEL： 076-265-2000（代表）

●会場

●オンライン参加（Zoom）
申込期間終了後（11月4日以降）にURL等の情報をメールにてお知らせいたします。

石川県 健康福祉部 障害保健福祉課 自立支援グループ
電 話：０７６－２２５－１４２８ メール：shofuku2@pref.Ishikawa.lg.jp

お申し込みに関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。

～令和６年能登半島地震の経験から～

・病院正面玄関横の時間外通用口にてインターホンを押して入館し、ホール内エレベーターにて
4階 宝ホールまでお進みください。

・病院駐車場を利用された方は、会場受付にて駐車券をご提示ください。 


